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宗 務 所 便 り  
                                           2018 年 3 月 1 日発信  No．70 

愛知西教区宗務所長 山田英隆 九拝 

謹啓上 九春将尽之候 

 18 日間の熱戦が繰り広げられました第 23 回オリンピック冬季競技大会（平昌オリンピック） 

は様々なドラマを見せて私達に感動を与えてくれました。オリンピックに向けての鍛錬は大変な

努力と支えて下さった多くの人々の理解と協力なくしては叶えられないことを痛感しました。 

「大変お疲れ様でした」と申し上げたいと思います。又、次のオリンピックに向けての挑戦が始

まります。終りなき鍛錬は続くのでしょう。私たちの日々も同じように精進を重ねていかねばな

りません。御精進の上にも御精進を願います                 頓首敬白 

                                                                                  

2月の報告 
1日～2日  無相教会称号取得者講習会（教師・準教師・補教師・初心者）於、本山 

 5日    花園会女性部会長会     於、本山 

 6日    教区寺庭婦人会ゼンデラレッスン   於、名古屋市港防災センター 

 6日～8日  定期監査会      於、本山 

 6日～7日  無相教会師範・準師範会     於、本山 

 7日～8日  定期布教研究会      於、本山 

 8日    社会事業協会理事監事会     於、本山 

 8日    名古屋禅センター坐禅会     於、白林寺 

 9日    第10部 台番1667 徳林寺先住職 小坂實穂和尚津送 於、徳林寺 

 9日    東海地区議員所長会     於、名鉄ニューグランドホテル 

 9日～11日 前堂職法階取得研修会     於、本山 

13日    花園会青壮年部研修会     於、本山 

14日～16日 本山住職研修会      於、本山 

14日～15日 法式研修講座      於、本山 

15日    涅槃会 

16日    連合会役員会      於、名古屋市内 

21日    愛知同宗連講演会     於、名古屋・東別院ホール 

21日～23日 定期宗議会      於、本山 

24日    月授戒（耕雲院 服部雅昭師）       於、瑞泉寺 

27日～28日 寺庭婦人ステップアップ講座、修了スクーリング 於、本山 

 

3月の予定 
 3 日～4 日 無相教会称号取得者講習会    於、本山 
 7 日    青年僧の会総会      於、徳源寺 
 7 日～9 日 僧堂掛搭予定者学習会     於、本山 
8 日    妙心寺総合防災事業 竣工法要    於、妙心寺 
8 日        名古屋禅センター坐禅会     於、白林寺 

13 日～14 日 定期宗務所長会      於、本山 
17 日～26 日 教区内・定期巡教      於、教区内寺院 
21 日    彼岸 中日 
23 日    教学花園会研修運営委員会    於、本山 
24日    月授戒（臨渓院 宮川明道師）       於、瑞泉寺 

24 日～26 日 花園会少年少女研修会     於、本山 
31 日    管長退山式 
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＜ 報告 ＞  
◎第 3 回教区寺院セミナー 報告           セミナー委員 笠井正見 
信越教区長昌寺住職・行政書士 田口誠道師より≪終活から現代社会を学ぶ≫と題しまして講

話を拝聴致しました。田口師のユーモアを交えた分かり易いお話で興味深く一同拝聴致しました。   

終活という言葉は何となく理解をしてはいたのですが、いざ中身となると何も理解してなかった

と言うのが正直な感想です。購入した師の本を拝読してこれから勉強していきたいと思います。 
二人の参加者から質問があり、無縁墓の処分に対してどの様な点に注意したら良いのか。又、身

寄りの無い方からの多額の布施の扱いには、どの様にしたら良いのかと言う質問でした。 
今後この様な事案は増加していく事を考えますと、どの寺院も対応を誤らない様にする事が肝要

と痛感致しました。有難うございました。 
 
◎寺庭婦人会『ゼンデラレッスン』報告         副会長  木之本康子 
今回のゼンデラレッスンは「体験してみる」ことを目的として、２月６日に名古屋市港防災セ

ンターへ出かけてまいりました。まずは、センターの方からの防災トーク（講義）。最も恐ろし

い災害の１つとされる地震のメカニズムや南海トラフ巨大地震がなぜ巨大と付くのか。そして職

員の方の実体験と共に各家庭で出来る減災対策や寺院における対策・地域への貢献などについて

教えて頂きました。講義の次は、いざ体験です。 
一つ目は、名古屋地区に甚大な被害をもたらした伊勢湾台風や津波の猛威を３Ｄ映像などによ

り体感いたしました。 
二つ目に煙避難室へ。火災発生時の停電を想定した薄暗い室内には煙が充満していました。そ

の煙による息苦しさと暗くて前が見えない状態をどちらへ行けばよいのか分からず手探りで逃

げ道を選んで進むことに恐怖を覚えました。 
三つ目は、地震体験です。震度７クラスの揺れの中では体が思うように動かず、机の下で頭を

守るだけで精一杯でした。そして避難する場合には、二次災害を防ぐ為にブレーカーを落として

から避難することも教わりました。 
過去の災害からの学びと疑似体験を通じて、いざという時の備えや対処する知識を深めること

ができました。そして（起きないように願っておりますが・・・）万が一の際には慌てずに今回

のレッスンを生かした行動ができるようにと思っております。 
 
◎「第 30 回愛知同宗連講演会に参加して」    12 部 西住院住職 鎌田博堂 
平成 30 年 2 月 21 日、東別院会館大ホールにて開催された、第 30 回愛知同宗連講演会に参加さ

せていただきました。「部落差別解消推進法のこれから」と題し、谷川雅彦様（部落差別・人権

研究所所長）が講師をされました。 
一昨年 12 月に公布、施行された、「部落差別の解消の推進に関する法律」について、施行からお

よそ 1 年経ち、差別解消へ向けて具体的な動きが出ている一方、未だ解決されていない差別問題

が現存していることについてわかりやすく教えていただきました。一番こころに残ったのは、谷

川先生の「知らない法律は守られない。」とのお言葉です。私は今回、初めて「部落差別の解消

の推進に関する法律」の内容にふれることができました。たった 6 条からなる短い法律です。ま

ずはこの 6 条を知ることが大切なのだと思います。ありがとうございました。 
 
 

＜ お願い お知らせ ＞  
◎白隠禅師遠諱写経推進の依頼 
  花園会本部より「白隠禅師遠諱写経推進の依頼」がありました。9月末現在で愛知西教区納

経希望枚数（9500 枚）の 1/3（3220 枚）が納経されました。 部によっては 100％以上の納経

済の部も有れば、まったく納経の無い部もございます。より一層の納経推進をお願いします。 
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  既に各寺院で保管されている納経は速やかに花園会本部へ送付して下さい。 送付方法に関

しての問い合わせは花園会本部・納経担当者にお尋ね下さい。 

 

◎第 49 回花園会少年少女研修会のお知らせ 
 日時   平成 30 年 3 月 24 日（土）～26 日（月） 

 会場   妙心寺、花園会館 

 対象   花園会員の児童で小学高学年（3,4,5,６年生の男女と保護者） 

募集人数 100 名 

 申込期間 平成 30 年 2 月 28 日（水）（必着） 

 参加費  1 名につき、10,000 円（当日受付へ） 

申込方法 参加者→寺院→花園会本部に提出 

（専用申し込み用紙を御使用下さい。各寺院へ送付済です） 

 

◎『平和復興のいのり』『第 68 回全国奉詠熊本大会』合同開催のお知らせ 
 日時   平成 30 年 10 月 2 日（火）～3 日（水） 

 会場   シアーズホーム夢ホール（熊本市民会館） 

 

◎第 39 回臨黄合同高等布教講習会開催のお知らせ 
 日時   平成 30 年 4 月 23 日（月）～5 月 7 日（月）自坊にて課題研究・原稿作成 

           5 月 8 日（火）～5 月 22 日（火）会所（妙心寺）において講習 

 ※詳細は、正法輪 2・3合併号（3月 1日発行）にて。参加募集を始めます。 

 ★「我こそは」との気持ちを出して、宗門の為に活躍されんことを望みます。宗務所長が推薦 

状を書かせて頂きます。 

 

◎あいち人権啓発プラザ 企画展のお知らせ 

  企画展 「ひとりじゃないよ。ひとりにしないよ。」 

（3月自殺対策強化月間） 

開催日 平成 30 年 3 月 1 日（木）～3 月 15 日（木） 

 場所  あいち人権啓発プラザ（名古屋市中区三の丸 3-2-1 愛知県東大手庁舎 3階） 

 内容  うつ病・こころの健康等に関する啓発パネルの展示 

     様々な相談窓口を掲載したパンフレットや啓発物品等の展示・配布。こころの健康 

     に関する DVD の上映など 

 

 

＜＜平成 30 年度予定＞＞ 
4 月 27 日（金）  教区花園会部会長会、宗務支所長会  於、名古屋都市

センター 


